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１ 一般事項   

（適用範囲）  

第 1 条 この仕様書は、札幌市財政局税政部が実施する「東部市税事務所電気配線、

放送設備設置等業務」（以下「本業務」という。）の委託に適用する。  

２ この仕様書の解釈に疑義を生じた場合又は記載のない事項の取扱いについては、

委託者と受託者で協議のうえ定めるものとする。  

（業務の準備）  

第２条 受託者は、業務の目的を十分理解し、目的達成のために必要な人員を確保し、

持てる能力を全て発揮するよう責任のある担当者を備えなければならない。  

（業務計画書）  

第３条 受託者は、契約後速やかに本業務実施に関する「業務計画書」を作成し提出

すること。  

（打合せ等）  

第４条 業務の実施にあたっては、受託者は委託者と常に綿密な連絡を取り、その連

絡事項及び打合せ内容について記録し、委託者に提出すること。また、疑義が生じた

場合は委託者と協議の上、その指示に従うこと。  

（資料等の貸与及び返還）  

第５条 受託者は、業務を行う上で必要となる資料等について、借用を書面で申し入

れることができるものとする。この場合、受託者は貸与される資料等について借用

書を提出しなければならない。  

２ 受託者は、業務完了したときは、貸与された資料等について直ちに返還するもの

とする。  

（機密の保持等）  

第６条 受託者は、本業務の処理にあたり知り得た一切の事項について、他に漏らし

てはならない。  

２ 委託者が提供する資料等を第三者に提供したり、目的以外に使用したりしてはな

らない。  

（成果品）  

第７条 全ての成果物は委託者の所有とする。また、本業務において作成した図面、

イラスト、写真等の著作権及びその他一切の権利は札幌市に帰属する。  

２ 受託者は、成果品の著作者人格権を将来にわたり行使しないこと。ただし、あら

かじめ委託者の承諾を得て公表を行う場合等はこの限りでない。  

３ 受託者は、成果品に第三者が権利を有する著作物が含まれる場合、著作権その他

知的財産権に関して必要な手続き及び使用料等の負担を行うこと。  

（環境負荷の低減）  

第８条 委託業務の実施にあたっては、環境に配慮し、エネルギーの節約及びリサイ

クルの推進に努めること。  

（完了届）  

第９条 業務完了後、速やかに「完了届」を提出すること。  
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２ 業務の概要  

仮庁舎へ移転する東部市税事務所事務室におけるシステム機器、プリンタ、サーバ  

機器、その他機器への電気配線図面作成と電気配線作業を行う。また２階休憩室、会

議室への照明スイッチ設置、２・３階の必要箇所への照明増設を行う。  

館内放送設備の設置・設定、それに伴うスピーカー配線、ネットワーク配線及びそ 

の他付随する業務等を行う。  

⑴ 業務対象範囲  

札幌市東部市税事務所仮庁舎（札幌市厚別区大谷地東２丁目４−３０ 大谷地アド

バンシービル） 

⑵ 業務の内容  

＜全般における共通留意事項＞  

委託者と調整を行う現場責任者、ネットワーク責任者を定め（受託者所属正社員

であること）、委託者に文書で通知すること。様式は特に定めないが、受託者の所在

地、代表者氏名及び本業務名並びに現場責任者及びネットワーク責任者の氏名を必

ず記載し、契約締結日から１週間以内に提出すること。  

また、本業務においては、個人情報を取り扱う部署での調査・検討作業等が発生

するとともに、将来的にオフィス環境の改善検討が必要になることも想定されるこ

とから、セキュリティを考慮した運用及び個人情報保護に関する資格（※１）並び

にオフィス環境整備等についての適正化に関する資格（※２）を有する者を従事さ

せること。ただし、困難な場合は資格を所有する者から支援を受けられるような体

制を整備すること。上記資格者は、「業務責任者指定通知書」に有資格者である旨を

記載し、認定証のコピーを添付すること。  

※１ 個人情報保護士（一般財団法人全日本情報学習振興協会）等。  

※２  認定ファシリティマネジャー資格（公益社団法人日本ファシリティマネジ

メント協会）等。  

ア 電気配線図面作成  

受託者は、東部市税事務所事務室３階の電気配線図面を作成すること。 D-net

ラック、 GIS サーバ機器、システム端末、プリンタ、複合機の電気容量を調査し

たうえで作成すること。システム端末、プリンタについては、種別がわかるよう

色分けし図示すること。またその他電源が必要な機器（シュレッダーなど）につ

いても記載すること。図面は契約から 1 週間以内に作成し委託者の了承を得るこ

と。（別添３～４参照）  

イ 電気配線作業、TV アンテナケーブル配線  

アで作成した図面に基づき３階事務室の電気配線作業を行うこと。放送機器収

納庫へは非常放送時電源遮断用コンセントを用意すること。 GIS サーバ室への電

源配線は、間仕切設置業者と打ち合わせの上、電子錠、入退室機器、監視カメラの

電源を用意すること。  

テナント分電盤の回路が足りない場合は、分電盤の増設も考慮し分岐開閉器は

すべて漏電遮断器とすること。D-net ラック、GIS サーバラック、複合機、基幹シ

ステムプリンタは専用回線とする為、分電盤回路数は 60 回路用意すること。各デ
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スクに必要な OA タップはハーネスジョイントボックスを使用し、必要な個数は委

託者の承認を得ること。必要な資材、OA タップは受託者が調達の上設置すること。  

市税事務所長席横のミーティングテーブルに TV アンテナケーブルを 1 本配線

すること。  

ウ 照明スイッチ設置、ダウンライト設置  

受託者は、別途業務発注している２階 A～D 会議室、男女休憩室の間仕切設置後  

に各部屋の照明スイッチを設置すること。作業日程については間仕切設置業者と

打ち合わせの上作業を行うこと。  

受託者は３階納税課相談コーナー３箇所へダウンライト（ ERD9362W 相当）３台 

増設すること。また２階の A～D 会議室、男女休憩室間仕切設置後に通路部分にダ

ウンライト（ERD9362W 相当）９台を設置すること。設置個所は委託者と十分打ち

合わせの上決定すること。必要な照明器具は受託者が調達の上設置すること。  

エ 館内放送設備の配置等  

東部市税事務所事務室に別紙必要機器の設置を行うこと。また設置に伴い機器

収納庫内機器（リモコンマイクロホン、プログラムチャイムユニット、システム

アンプ、放送制御送信機）の配線を行うこと。また電源は非常放送時電源遮断用

コンセントを利用すること。  

別紙必要機器は受注者が調達すること。（別添１～２参照） 

オ スピーカー設置・配線  

２階、３階の事務室、会議室、書庫室、休憩室へスピーカーを 16 台設置するこ

と。各スピーカー間と機器収納庫までのスピーカーケーブル配線を行うこと。設

置位置については、レイアウトや間仕切などを考慮したうえで、適切な位置とな

るよう決定すること。  

契約から１週間以内にスピーカー配線図面を提出し、委託者の承認をえたうえ

で、作業すること。（別添３～４参照） 

カ ネットワークケーブル配線  

別紙図面を参照の上、札幌市 D-net ラックからネットワークケーブルの配線を

行うこと。（別添３～４参照） 

キ 放送制御送信機の総合調整  

設置設定後、中央市税事務所（放送制御受信機）との NW 伝送及び放送音量調整

等の総合調整を行うこと。（別添５参照） 

ク 業務工程表作成  

受託者は、他業務の受注業者との工程調整を行ったうえで作業時間、工程を決

定し業務工程表を作成すること。工程表は契約後２週間以内に作成し委託者の了

承をえること。  

工程決定後でも他業務の電源利用時期も考慮し柔軟に対応すること。  

 

３ 業務期間   

業務着手の日から、令和７年９月 30 日までとする。  

※ただし、実作業は令和７年９月 14 日までに完了すること。  



4 
 

 

４ 成果品  

⚫ 業務計画書                １部 

⚫ 業務責任者指定通知書            １部 

⚫ 電気配線図面（契約から 1 週間以内）    １部 

⚫ スピーカー配線図面（契約から 1 週間以内）  １部 

⚫ 業務工程表（契約から２週間以内）      １部 

⚫ 竣工図                  １部 

⚫ その他、委託者が必要と認めた資料      一式 

 

５ 特記事項   

  本業務の実施にあたり、下記項目に対し適切な配慮・対策等を行うこと。  

⑴ 法令順守  

本業務の履行に当たっては、各種関係法令を確認・遵守するとともに、工程管理

等を正確に行うこと。  

⑵ 調査等について  

業務遂行に当たり現地調査等を行う際は、業務に支障をきたさぬ様、委託者と協  

議の上、計画的に行い、作業中の安全管理、養生、整理整頓および清掃を徹底する

こと。また、履行場所で勤務する職員や周辺事業者に十分配慮すること。  

⑶ 物品等の調達について  

業務に必要な雑材・消耗品等は、特記されているものを除き、すべて受託者が調  

達するものとする。 

⑷ 情報管理について  

本業務ではシステム類の情報や個人情報を含む文書類を取り扱うため、現地調査

の実施、成果品の作成の際には機密情報の保全に十分配慮すること。 

⑸ 自動車利用（打合せ時・調査員輸送等を含む）  

走行ルートの短縮や共同運行など、環境に配慮した自動車利用を心掛けること。  

⑹ エコドライブの推進  

アイドリングストップや暖機運転の短縮など、エコドライブの推進に取り組むこ

と。 

⑺ 協議事項  

その他、本業務の仕様にない不明点や疑義が生じた場合は、委託者、受託者双方

の協議によって処理する。 



数 量

必要機器

天井シーリングスピーカー(12cm,ATT付） SB-X127AT 16 台

スピーカーパネル(Φ18cm,ピュアﾎﾜｲﾄ色） SB-B250 16 台

システムアンプ(80w) PA-908 1 台

リモコンマイクロホン（卓上型） PA-C51 1 台

放送制御送信機(NX-100組込） 特型 1 台

機器収納庫（棚板3段、スライド棚、スチール扉） E1A-K20BS等 1 台

別添　１

品　名・規　格










